








































































































































































































































































































































































































































































































































































「変わらないところはともかくもね。変わったところは少なくとも・. . 0J (同
速記録41頁)
「前か後かに対照すればなおいいんですがね。J(同速記録41頁)
(ニ) 再び異常な災害について
ここで、田中委員は、問題点の審議に戻り、「異常な災害」というのは不可抗力
118 
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よりもっと絞ろうという意味かと質した。
「さっきの異常な災害というのはいままであまり商法で使われていないので、普
通こういうときは不可抗力というような字を商法で、使っているのですが、異常な災
害という字を入れられた意味はあるのですか。不可抗力よりももっとしぼろうと
いう意味ですね。J(同速記録41頁)
味村幹事は、これを肯定した。
「さようでございます。しぼることがいし、か悪いかはともかくといたしまして。」
(同速記録41頁)
この田巾委員と味村幹事とのやり取りを聞いて、鈴木小委員長は、工場が爆発し
たような場合はそれだけで異常な災害になるのか、 }"ijl:肉が過失に基づくとき
な災害にならないのか、と質した。
トごすから工場が爆発してふっ飛んじゃっているというようなものは、その原因
がそれだけでもって異常な災害になるのか、原因が過失に基づくときは異常な災害
にならないのか。J(同速記録4匁頁)
これに対し味村幹事は、それは異常であるとした。
「やっぱり異常なのでございましょうね。J(同速記録42頁)
これを聞いて、鈴木小委員長は、不可抗力については、そうこだわることなく考
えた方が良いだろうと示唆した。
「不吋ー抗力というと、それは不日J抗力じゃないんだな。だから強いといわれたけ
れども弱いところもあるかもしれないし、しかしそんなに練った考え方ではないと
思いますので、そう敬意を表しないでお考えになっていただいたほうがいいと思い
119 
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ますね。J(同速記録42頁)
これに対し、味村ー幹事は、原子力損害賠償法にあるのでそれを入れたと釈明した。
「原子力損害賠償法にありますので、ぞれを入れたわけですJ 42 
そこで田中委員は、取締役がこれを支払っても株主から回収したり、次の配当か
らそれを見合わせるといういことはできず、取締役の払い切りかと確認をした。
「取締役がこれを払った場合に、たとえば株主から回収するとか、あと次の期の
配当からまたそれを見合わせる。そういうことはできないわけですね。これは取
締役が払ったきりですね。J(同速記録42頁)
味村幹事は、そうだとこれを肯定した。
「そうですね。J(同速記録42頁)
ここで
「それではありがとうございました。J(同速記録42
おわりに
この日は、経済界や企業会計審議会の意見を受け入れて修正した箇所を中心に試
われたのしかし、ここでも当初予想されたように小委員会としての
結論を得るまでには至らず、最終的には部会に持ち越すという方向が示唆された。
しかし、小委員会はさらに続行されることとなった。
(明治大学名誉教授)
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